8-6　資格・ＣＰＤ部会

1. 主な活動の記録

(1) 資格・CPD部会の開催
部会開催回数：３回
（下表参照）
(2) 資格・CPD部会の組織

資格・CPD部会は、組織改編により新設された部会で、RCCM資格制度委員会、CPD委員会の２委員会で構成されている。RCCM資格制度委員会にはCD-ROM専門委員会を設置し、CPD委員会には人材啓発専門委員会とCPD情報収集・調整専門委員会を設置し活動を行っている。

(3) 委員会の活動

① RCCM資格制度委員会

本委員会では、RCCMの登録を更新する際、またはRCCM試験合格後4年以上を経過して登録を行う際に、CPD制度を活用する方法として、「RCCM登録更新時等におけるCPD制度の活用について」を取りまとめた。これは、平成22年度より登録申請の前直近の4年間でCPDの100単位が必須となることを定めたものである。

今年度は、RCCM資格に関するアンケートを実施し、現行のRCCM資格制度が抱える課題を抽出し、資格制度のあり方に関する検討を実施した。引き続き関係規程、規則等の改訂に取り組んでいる。


CD-ROM専門委員会では、RCCM登録更新のためにRCCM登録者が自主学習で使用するCD-ROMの作成、更新を行っており、これまでに汎用共通、建設一般、専門技術20科目（「廃棄物」を除く全科目）を作成した。
　② CPD委員会

本委員会では、CPDの利用者のためにCPD登録、CPD記録並びにその活用に際してのわかりやすい手引きを作成し、Q&A、記入例とともにHP上で公開している。また、建設系CPD協議会との連携協力を図るとともに、関連学協会でCPDに関する活動報告を行った。
人材啓発専門委員会では、従来からの活動を継続して10月に第17回人材啓発セミナーを実施した。

各委員会活動の詳細については、各委員会の報告を参照のこと。

2. 次年度の活動について

今年度の活動を継続実施する。

（資格・CPD部会部会長　住吉　幸彦）

　　
	日付
	部会開催
	議事概要

	2006年
5月
26
日
	第1回部会
	RCCM制度の問題点、CPD制度の手引きの内容報告、委員会の構成、CPD登録者・CPDプログラム受付状況等について

	2006年
10月
17
日
	第2回部会
	RCCM資格試験受験申込状況、RCCM資格に関するアンケート調査実施の報告、「拡がる継続教育（CPD）」土木学会全国大会研究討論会の報告、CPDプログラム実態調査結果報告、CPD登録者・CPDプログラム受付状況等について

	2007年
2月
2
日
	第3回部会
	RCCM資格制度委員会およびCD－ROM専門委員会の活動報告、RCCM資格に関するアンケート調査結果の報告、CPDプログラムの認定申請について、CPD制度に関する投稿論文に関する報告、CPD登録者・CPDプログラム受付状況等について














































































































